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フッ素樹脂の熱分解物の評価

概要

フッ素樹脂は耐候性、耐薬品性、撥水性、絶縁性などの優れた特性を有し、コーティング剤や電子部品
に利用されています。樹脂の熱分解物の評価においては、熱分解GC/MS法が有効ですが、汎用のイオ
ン化法(EI法) ではフッ素樹脂の熱分解物はほとんど分子イオンが検出されないため定性は困難でした。
本事例では、ポリフッ化ビニリデン (PVDF) の熱分解生成物について、2種類のイオン化法 (EI法、FI法) 
を併用することで、詳細な解析を行いました。
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樹脂の熱分解生成物、熱分解挙動、モノマーの評価が可能

測定法 ：GC/MS
製品分野 ：日用品、電子部品、製造装置・部品
分析目的 ：組成評価・同定・製品調査
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分析サービスで、あなたの研究開発を強力サポート！

✔EI法とFI法を併用することで、フッ素樹脂の熱分解生成物について詳細な解析が可能です
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フラグメントイオンのみが検出され、
分子イオン非検出のため熱分解物の組成式は不明

●クロマトグラム

●クロマトグラム

●マススペクトル (10～25min積算)

F F

FF

●マススペクトル (10～25min積算)

ア
バ
ン
ダ
ン
ス

ア
バ

ン
ダ
ン
ス

保持時間 (分)

保持時間 (分)

m/z

m/z

ア
バ
ン
ダ
ン
ス

ア
バ

ン
ダ
ン
ス

図 ポリフッ化ビニリデン (PVDF)の各種イオン化法によるHe中600℃熱分解GC/MS測定結果

F F

FF

F

C12H11F11

C14H13F13

C16H15F15

C18H17F17

C20H19F19

C22H21F21

C24H23F23

●

●

●

● ●
●

●

検出されたモノマーから樹脂の種類は特定できるが、高分子量の熱分解生成物は不明

EI法のみでは決定できなかった、環化により生成した芳香族化合物や
ポリマー主鎖の開裂により生じた熱分解物を推定可能

検出された分子イオンから、
モノマー単位(C2H2F2)ずつ分子量が異なる
ポリマー主鎖の開裂により生じた熱分解物と推定

EI法 (電子イオン化法)

FI法 (電界イオン化法)

環化により生成した
芳香族化合物
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